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『
弁

篇

突

集

』

に

つ

い

て

　『旅
寝
論
』
の
一
異
本
　大

内

初

夫

師
翁
芭
蕉
か
ら
西
三
十
三

ケ
国

の
俳
譜
奉
行

に
擬

せ
ら

れ
、
篤

い
信
頼
を
得

て

い
た
向
井
去
来
の
手

に
な
る

『
旅
寝
論
』

は
、
同
じ
去
来
の

『去
来
抄
』
や

土
芳

の

『
三
冊

子
』
等
と
共

に
、蕉
門
俳
論
書
と
し
て
重
要
視
さ

れ
、
芭
蕉
俳
譜

'
に
つ
い
て
論
ず

る
場
合
、
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
大
切
な
俳

論
書

で
あ
る
こ
と

は
、
今
更

こ
こ
に
喋

々
す
る
ま
で
も
な
か

ろ
う
。
こ
の

『旅
寝
論
』

の
成

立
事

情

に
つ
い
て
は
、
去
来

の
自
序
に
、

長
崎
と

い
ふ
所

に
旅

ね
し
け
る

に
、
都

の
書
林
重
勝
が
も
と
よ
り
此
比

の

集
な
り
と
て
、

浪
花

(化
が
正
し
い
)

の
続

あ
り
そ
、
風
国
が
泊
船
、
許

六
が
篇

突
、
三

ツ
の
集
を
送

る
。
或
日
此
浦
の
卯

七

・
魯
町
な
ど

ゝ
共

に
是
を
披
け

る

に
、
外

の
ニ
ツ
は
発
句
連
誹
を
乗
せ
ら

れ
、
篇
突
集
は
此
道

の
を
し

へ
工

「

夫

の
便
り
を
し
る
し
て
、
執
行

の
人
の
助
す
く
な
か
ら
ず
。
然
共
ま

ゝ
う
た

が
は
し
き
筋

も
貝

え
侍

れ
ば
、
彼
此
難
諌

(陳
が
正
し
い
)
を
お
こ
し
て

一
つ
の

書

に
と

ゞ
む
。

(岩
波
文
庫
本
)

と
あ

っ
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
元
禄

十

一
年
、
当
時
長
崎

に
旅
寝
中

の
去
来
の

許

へ
、
京

の
書
騨
井
筒

屋
か
ら
他

の
二
俳
書
と
共

に
送
付

さ
れ
た

『
篇
突
集
』

の
所
説

に
対
し
、
難
陳

の
書
と
し
て

『
旅
寝
論
』
は
書
か
れ
た
も

の

で

あ

っ

た
。
だ
が
去
来
、

許
六
の
両
者

の
間

に
は
、
元
禄
八
年
正
月
廿

九
日
付
許
六
宛

去
来
書
筒

注̂
-
)
に
よ
る
と
、
既

に
こ
の
頃
、

発

句
等

に

つ
い
て
論
じ
た
手

紙

が
取
り
か
わ
遠
れ
て
お
り
、
本

書
簡
中

に
も

『
旅
寝
論
』

や

『
去
来
抄
』
に
記

載
さ
れ
て
い
る
俳
話
と
関
連

を
有
す
る
も

の
な
ど

も
見
出
さ
れ
る
。
又
元

禄
十

年
か
ら
十

一
年

に
か
け
て
は
、
所
謂

『
俳
譜

問
答
』
所
収
の
論
書

の
応
酬
が
あ

り
、
そ
こ
で
取
り

あ
げ
ら
れ
た
も

の
の
い
く

つ
か
は
、

『篇
突
』

に
季
題
中

心

の
形
で
組

み
入

れ
ら
れ
て

い
る
。
従

っ
て
去
来

に
よ
る

『旅
寝
論

』

の
執

筆

は
、

こ
れ
ま
で

の
数
次

に
わ

た
る
論
書
の
応
酬

の
延
長
と
し
て
見
る
こ
と
が
出

来

る
し
、
そ
う
し
た
論
書

の
積
み
重
ね
が
、
本
書

の
成

立
を
容
易
な
ら
し
め
た
と
、



も

い
え
よ
う
。
な
お

『篇
突

』
の
許
六

の
論
は
、
表
面
的

に
は
芭
蕉

の
説
を
掲

'
げ
な
が
ら
も
、
甚
だ
許
六
的

な

二

片

(ひ
と
か
た
)
」
の
見
解
が
多

く
、
中
正
穏

健
な
去
来
と
し
て
は
、
全
く
承
服

し
か
ね
る
も
の
で
あ

っ
た
た
め
に
、
卯
七

・

魯

町
等
長
崎

の
連
中

の
質
疑

に
応
え
て
、
愛

に

「
日
頃
聞
置

た
6
師
説
を
う
し

ろ
立
」
と
し
て
、

『篇
突
』

の
叙
述
を
追

っ
て
自
己

の
所

見
を
披
渥
し
た
の
で

あ

つ
た
。

(注
2
)

と
こ
ろ
で
、
本
書

は

一
般

に

『
旅
寝
論
」

の
名

で
知
ら

れ
て
い
る
が
、
最

も

古

い
板
本
は
宝
暦
十

一
年

に
桃
鏡

に
よ

っ
て

『去
来
湖
東
問
答
』
と
題
し
て
上

梓

さ
れ
て
い
る
し
、
又
、
伝
本
は
書
名
が
ま
ち
ま
ち
で
あ

っ
て
、
従

っ
て
板
本

『旅
寝
論
』

の
厳
文

に
、

「
旅
寝
論
と
名
付

し
を

」
と
重
厚
が

あ
た
か
も
去
来

の
命
名

の
ご
と
く
記

し
て
い
る

の
も
疑
わ

し
い
。

「
あ
る

い
は
去

来

自

身

に

は
、
何
と
も
題
名

を
付
し
て
な
か

っ
た
か
も
し

れ
な

い
」
.
(岩
波
交
庫

『去
来

抄

・
三
冊
子

・
旅
寝
論
』
解
説

)
と
穎
原
博
士
が
述

べ
て
お
ら
れ
る
ご
と
く
、

恐
ら
く
原
本

に
は
著
者
去
来

に
よ

っ
て
題
名
が
付
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
う

で
な
け
れ
ば

諸

伝

本

の
あ
の
多
く
の
異

っ
た
題
名
は
理
解

し
難

い
の
で
あ
る
。
し
か
も
草

稿
本

の

一
部
が
大
東
急
記
念
文
庫

に
所
蔵
さ

れ
て
い

る

『
去
来
抄
』

に
比
し
て
、

『旅
寝
論
』
は
去
来
自
筆
本
が
全
く
知
ら

れ
ず
、

そ

の
為
、
諸
伝
本

に
よ

っ
て
去
来
原
著

の
形
を
想
定
す
る
外
は
な

い
が
、
本
書

が
成
立
し
て
か
ら
最
初

の
刊
本

『湖
東
問
答
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
六
十
年
、

『旅
寝
論
』
が
刊
行

さ
れ
る
ま

で
八
十
年
、
広
く
写
本
に
よ

っ
て
流
布
し
た
た

め
に
、
伝
本
も
多
く
、
又
各
伝
本

ご
ど

に
か
な
り
語
句
に
出
入
り
が

あ

っ
て
、

『旅

寝
論
』

の
校
本

作
製
の
作
業
は
必
ず

し
も
容
易
で
な

い
と
思
わ

れ
る
。

『旅
寝
論
』

の
諸
本

の
研
究

は
故
山
崎
喜
好
教
授
が
手
が

け
て
お
ら
れ
た
。

同
教
授

の

「
『
旅
寝
論
』

の
調
査
」

(
関
西
大
学

『
国
文
学

』

第

二

号

)
に

『
旅
寝
論
』
の
伝
本
と
し
て
次

の
よ
う
な
・も
の
が

あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

①
落
柿
舎
誹
論

(内
題
、
落
柿
舎
旅
寝
誹
論
)

(
注
、

九
大
図
書
館
蔵
。
美
濃

の
怒
風
所

持
本

を
享
保
十
三

年

に

居

鳳

(注
3
)
が
筆
写
し
た
も
の
で
、
今
日
知
ら

れ
る
写
本
中

で
は
最
も
古

い

。

岩
波
文
庫
翻
刻
本
。
)

②
去
来
俳
譜
評
判

(
注
、
京

大
研
究
室
蔵
。
福
山

の
雨
声

庵
素
浅
所
持
本
を
寛
保

二
年

に
時

時
庵
宜
応
が
写
し
、更

に
そ

れ
を
天
明

二
年

に
李
朝
が
転
写

し
た
も

の
。
)

③
去
来
伝

(注
、
京
大
研

究
室
蔵
。
風
葉

の
旧
蔵
本
で
、
文
化
文
政

を
下
ら

ぬ
頃
の

写
本
と

い
わ
れ
る
。

)

④
去
来
湖
東
問
答

(
注
、
伊
賀

の
服
部
利
水
か
ら
江
戸

の
松
村
伊
兵
衛

に
伝

え
ら
れ
た
も
の

を
、
桃
鏡
が
宝
暦
十

一
年

に
江
戸
で
出
版

し
た
も

の
。

「俳

譜
文
庫

」
翻

刻
本
。
)

⑤
旅
寝
論

.

(
注
、
重
厚
が
筑
前
植
木
の
湖
桂

の
家
で
見
出

し
た
本
を
、
安

永
七
年

に

京
で
上
梓

し
た
も
の
。

「
俳
書
大
系
」
翻
刻
本
。
)

⑥
落
柿
舎
去
来

評

(庄

天
理
図
嘉

蔵
.
筆
写
年
時
な
ど
未
讐

の
こ
と
で
あ
る
。
)

⑦
書
名
不
詳
本

(
注
。
岡
田
利
兵
衛

氏
蔵
。
筆
写
年
時

は
明
ら
か
で
な

い
が
、
か
な
り

声

い
も
の
と

の
こ
と
で
あ
る
。
)

⑤
篇
突
論



(
注
、
中
村
改

一
郎

氏
蔵
。
許

六
系

の
写
本

を
逸

丸
が
筆
写

し

た

も

の

で
、
筆
写
年
時
未
詳
。

)

⑨
許
去
論

評
解

(注
、
中
村
改

一
郎
氏
蔵
。
専
宗
寺
蔵
。
本
書
は

正
し
く
は

『旅
寝
論
』

の
異
本
で
は
な
く
、
享
保

二
年
、
豊
後
日
田

の
鳳
岡
が

『旅
寝
論
』
を
論

難
し
て
著

わ
し
た
も

の
。
本
文
中

に
去
来

の
説

と
し
て

『旅
寝
論
』
が
相

当
引
用
さ
れ
て

い
る
の
で
校
合

に
も
役

立

つ
。

)

以
上

の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

な
お
こ

の
他
に
筆
者

の
管
見

に
入

っ
た

『旅
寝
論
』

の
写
本

に
は
次

の
ご
と

き
も

の
が
あ
る
。

○
落
柿
舎
去
来
俳

譜
評
判

三
原

図
書
館
蔵
で
、
昭
和
三
十
年

の
広
島
大
学

で
の
俳
文
学
会

の
展
覧
会

に

も
出
陳

さ
れ
た
も

の
。
涼
幣

の

『枯
野
問
答
』
と
台
冊
に
な

っ
て
い
る
が
、
内

表
紙
裏
に
崎
」塑

の
印
が

あ
り
、
備
後
三
原

の
三
好
椅
松
が
宝
暦
八
年
三

月

下

旬

に
筆
写

し
た
も

の
。
筒
松

は
野
坂
門
人
。
前
掲
②

『去
来
俳
譜
評
判

』
と
同

系
統

の
写
本
で

あ
る
。

○
篇

突
論

天

理
図
書
館
蔵
。
奥
書
に
よ
る
と
採
茶
庵

二
世
梅
人
の
所
蔵
本

を
、
寛
政
十

二
年
初
夏

に
文
莫
居
主
人
が
写
し
た
も

の
。

〇
五
老
井
篇
突
集
難
陳

東
大
洒
竹
文
庫
蔵
。

二
世
冬
映
の
門
人
朱
明
が
享

和
元
年
六
月
に
筆
写

し
た

も

の
。
○
弁
篇
突
集

本
庄
弘
直
氏
蔵
。
筆
者
が
本

稿
で
特

に
取
り

あ
げ

て
紹
介
し
よ
う
と
思
う

の

は

こ
の

『弁
篇
突
集
』
で
あ
る
。

さ
て

『旅
寝
論
』
が
、
安
永

の
頃

に

『
弁
篇
突
』

の
題
名
で
、

か
な
り
広
く

行
わ
れ
て

い
た
ら
し

い
こ
と
は
、
板
本

『
旅
寝
論
』

の
重
厚

の
厳
文

に
、

旅
寝
論
と
名
付
し
を
、

い
つ
し
か
世
に

つ
た

へ
て
、
弁
篇
突
と
題
し
て
こ

こ
に
写
し
、
か
し
こ
に
も
ち
伝

ふ
と

い
へ
ど
も
、
落
字
あ
る
は
誤
字
の
多

き

を
う
れ

ふ
。

と
記

し
て
い
て
明
ら
か
で
あ
る
。
叉
こ
の
重
厚

の
言
説
を
裏
付

け
る
よ
う

に
、

久

留
米

の
蘭
亮
著

『船

は
し
』

に

「
落
柿
舎
去
来
が
書
る
弁
篇
突

集

を

見

る

に
…
」
と
し

て
、
そ
の

一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
し
、

京
の
風
之
著

『誹

譜
耳

底
記
』

に
も

「
た
ぐ
、去
来

の
弁
篇
突

は
見

る
べ
き
も

の
な
り

。」
と
見
え
る
。

蘭

亮

・
風
之
共

に
野
妓

門
人

で
あ
る
が
、
或

は
野
坂
門

に

『
弁
篇
突
』
と
題
す
る

写
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
頴
原
博
士
の

『旅
寝
論
』

(岩
波

文
庫

)
の
解
説

に
は

「
筆
者
も
か

っ
て

『
難
篇
突
』
と
題
し
た

一
写
本

を
寓

目

し
た
事
が
あ
る
。」
と

あ
る
が

『難
篇
突
』
で
な

い

『弁
篇
突
」

に
つ
い
て
は
詳

し
い
こ
と
は
見

え
な
い
し
、

山
崎
教
授
も
前
掲

の
ご
と
く

『
弁
篇
突
』
を
全
く

あ
げ

て
い
ら
れ
な

い
。

『
弁
篇
突
』
に

つ
い
て
重
厚
は
落
字
や
誤
字
が
多

い
と

記

し
て
い
る
が
、
当

の
重
厚
が
板
行

し
た

『
旅
寝
論
』
自
身
相
当

に
脱
文
を
有

し

て
い
る
し
、
最
古

の
写
本
九
大
本

も
亦
脱
文
や
誤
字
が

あ
る
。

他

の

板

本

『湖
東
問
答
』
に
お
い
て
も
同
様
で
、
現
在

の

『旅
寝
論
」

の
伝
本
は
い
ず

れ

も
誤
字
や
脱
文

を
有

し
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、

従

来

知
ら

れ

て

い

た

『旅

寝
論
』

の
諸
本

と
こ
の

『
弁
篇
突
』
本
と
を
比

べ
て
見

る
と
、
そ
こ
に
は
今
迄

知
ら

れ
な
か

っ
た
語
句

や
文

章
の
異
同
が
見
出
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
は
後

述

の
ご
と
く
相
当

に
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

一
応
こ

の

『
弁

篇

突
』
な
る
も
の
に
つ
い
て
考

え
て

み
る
必
要
が

あ
ろ
う
と
思

う
。



さ
て
、
本

庄
家
所
蔵

の

『
弁
篇
突
』

は
、
半
紙
本

一
冊
、
本
文
と
同
じ
紙

を

表
紙

に
し
た
も
の
の
中
央
に

「
弁
篇
突
集

去
来
撰

」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
又

巻
末
に
「
秀
山
書
」
と
あ
る
が
、本
文
も

こ
れ
と
同
筆
で
、
そ
の
筆
跡
か
ら
考
え

て

塩
足
秀
山
の
筆
写

に
か
か
わ
る
も

の
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
秀
山
は
筑

後

塩
足
の
庄
屋
塩
足
宇
左
衛

門
清
瑞

の
長
男
で
あ
る
が
、
父
宇
左
衛
門
は
俳
号

を
丈
日
堂
市
山
と

い
い
、
蕉

門
野
坂

の
門
弟

で
、
野
坂
も
屡

々
丈

日
堂
を
訪
れ
、

こ
こ
に
旅
寝
を
重
ね
て
い
る
。
市
山
の
撰
集

に
は
、
享
保

二
年
、
雪
刀
、

秋
虎

等

と
共
編

の

『
百
曲

」
や
、
元
文
五
年
、
野
坂
追
善

の

『
む
す
び
塚
集
』
等
が

あ
り
、
彼
は
筑

後
俳
壇
中

で
の
最
有
力
者

で
あ

っ
た
。
秀
山
は
宝
永
七
年

の
出

生

で
、
通
称
を
宇
七
郎
清
俊
と

い
い
、
元
文
四
年

に
帯
刀

を
許
さ
れ
、
寛

延

二

年

に
は
同
地
方

の
大
庄
屋

の
役
を

つ
と
め
、
天
明
六
年
三
月

二
十

一
日
、

七
十

七
才
で
残
し
て
い
る
。
彼
も
父
市
山
と
同
様
に
俳
譜
を
嗜

み
晩
年
に
は
諸

九
尼

な
ど
と
も
交
遊
が

あ

っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の

『
弁
篇
突
』
は
筆
写
の
年
時
が
な

く
、
何
時
頃

の
写
本
か
不
明

で
あ
る
が
、
秀
山
五
十
才
代

の
筆
写
と
し
て
も
宝

暦
年
中

の
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

二

次

に
こ
の

『
弁
篇
突
」
本
と

『
旅
寝
論
」

の
他

の
伝
本
と

の
異
同
を
眺

め
る

こ
と

に
し
よ
う
と
思
う
が
、
九
大
本

『旅
寝
論
』
と
校
合
し
て
み
る
と
、
異
同

あ
る
箇
所
が
凡
そ

三
百
五
十

箇
所

に
の
ぼ
る

の
で
、
到
底

こ
の
小

論
で
は
そ

の

全
部

の
校
異
を
掲
げ
る

こ
と
が
山
来

な
い
。
で
、

こ
こ
で
は
こ
れ
ま

で
知
ら

れ

て

い
た

『旅
寝
論
」

の
諸
本

と
、

『弁
篇
突
』
と
の
聞

に
特
に
相
違
が

あ
り
、

問
題
と
な
る
部
分

の
み
を
掲
出
し

て
、
検

討
を
加
え
る

こ
と
に
す
る
。
但
し
、

比
較
す
る
場
合
、
先
ず
最
も
古

い
写
本

九
大
本

(
以
下
九
本
と
略
称
)
に
よ
り
、

他
本
は
聞
題
の
あ
る
時

に
適
宜
引
用
す

る

(
九
本

の
下

の
数
字
は
岩

波
文
庫

の

『
旅
寝
論
』

の
頁
数
を
示
す
。
)
。

一

(九
本
　

)
或
日
此
浦

の
卯
七

・
魯
町
な
ど

ゝ
共

に
是
を
披
け
る
に
…

(

、
、

、
、

、
、

、

、

(
弁
篇
突
)
あ
る
日
此
浦

の
卯

七

・
魯
町

・
素
行

・
牡
年
等
と
共

に
こ
れ
を

、

ひ
ら
き
け
る

に
…
:

『去
来
俳
譜
評
判
』

(以
下
評
本
と
略
称

)

『旅
寝
論
』

(
以
下

板
未

と

略

称

)

『湖
東
問
答
』

(以
下
湖
本
と
略
称

)
等
他
本
す

べ
て
九
本
と
同
じ
で
、

卯

七

・
魯
町

の
二
人
の
名
を

あ
げ
て

い
る
に
過
ぎ
な

い
の
に
、

『
弁

篇

突

』

(
以
下
弁
本
と
略
称

)
は
卯
七

・
魯
町
の
他

に
素
行

・
牡
年

の
名
を
並

べ
て

い

る
。
こ
れ
ら
の
人

の
う
ち
、
卯

七
は
去
来

の
義
理
の
従
兄
弟
蓑
田
佐
平
次
、
魯

町
は
去
来
の
実
弟
向
井
元
成
、
素
行

は
去
来

の
再
従
兄
弟
久
米
調
内
、

牡
年
は

去
来

の
実
弟
久
米
利
文

で
、

い
ず

れ
も
去
来
に
俳

譜
の
指
導
を
仰

い
で
い
た
長

崎
在
住

の
血
縁

の
人

々
で
あ
る
。
そ

れ
に
牡
年

は

『去
来
抄

』

に

「
牡
年
日
」

と
し
て
そ

の
質
問
が
見

え
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
に
素
行

・
牡
年

の
名
が
列

記
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
多
分
初

め
四
名

の
名

を
列
挙
し
た
が
、

煩
わ
し

い
の
で
俳

人
と
し
て
さ
ほ
ど
有
名

で
な

い
素
行

・
牡
年

の
名
を
省

い
た

も

の
か
。

)=(

(
九
本
　

)
句

に
お
ゐ
て
其
し
つ
か
な
る
事
丈
草

に
及
ぼ
ず

、
其
は
な

や
か
な
る
事
其
角

に
及
ば
ず
、
軽
き
事
野

披
に
及

ば
ず
、

あ
だ
な
る
事
土

芳
に
及
ば
ず
、

た
く
み
な
る
事
正
秀
に
及
が

た
し
。

(
弁
本
)
句

に
お
ゐ
て
其
静
成
事
丈
草

に
及
ず
、
其
花
や
か
成
事
其
角

に
及

ず
、
軽
事
野
坂

に
及
ず
、

あ
だ
成
事

土
芳

に
及
ず
、
巧
成
事
許
六

に
及
ぼ

ず
、

ほ
ど
け
た
る
事
支
考

に
お
よ
ぼ
ず
、
奇
成
事
正
秀
に
及
が
た
し
。



従
来

の
諸
本

に
於

い
て
、
こ
の
部
分
が

一
番
相
違
の
あ
る
箇
所
で
、
九
本

は
丈

草

航
其
角

・
野
坂

・
土
芳

・
正
秀
の
五
人

の
評
が
見

え
る
。
板
本

も
九
本

に
同

じ
で
あ
る
。

一
方
弁
本
は
こ
れ
に
許
六

・
支
考

の
二
名
が
加
わ

っ
て
い
る
が
、

湖
本

・
評
本

・
岡
田
本

・
篇
突
論

(
逸
丸
本

・
天
理
本
)

・
篇
突
集
難
陳

・
去

来
伝

・
落
柿
舎
去
来
評
な
ど
は
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
山
崎
教
授
の
前
記
論
文

で
の
推
定
は
、

許
六

。
支
老
が
加
わ

っ
て

い
る
も

の
が
草
稿
本

で
、

二
人
が
除

か

れ
て
い
る
も
の
が
成
稿
本

で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
は
も

と
も
と
公
表
を
予
想
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
故
、
加
え
る
も
け
ず

る
も
遠
慮
気
が

ね
は
い
ら
ず
、
草
稿
で
は
許

六

・
支
考
を
載

せ
て
い
た
が
、
文

中

に
出
る
他

の
俳
人
以
上
に
は
二
人

の
癖
を
尊
重
出
来
な
か

っ
た
の
で
、
成
稿

で
は
除

い
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
お
ら

れ
る
。

三

(
九
本

・
　

)
元
禄
十

二
己
卯
三
月
日

(

、
、

(
弁
本
)
己
卯

の
年

三
月
廿

一
日

序
文

の
日
付

で
あ
る
が
、
他
本
は
す
べ
て
九
本
と
同
じ
で
あ
る
。
そ

の
点
、
弁

本

の
廿

一
日

の
日
付
は
他
本

で
は
知
ら

れ
な
か

っ
た
も

の
で
、

『旅
寝
論
』

の

成

立
し
た
日
が
明

瞭
に
な

っ
て
有
難

い
。

次

に
本
文

に
入

っ
て
、
先
ず

「
或
人
問
て

い
は
く
…
…
」

(
九

本

)
、
「
問

云
…
」

(
湖
本

・
評
本
。
板
本
は

「
問
云
」
が

な
く
、

「
許
六
の
…
」
で
始
ま

る
。
)

の
形
で

『篇
突
』

に
つ
い
て
の
質
問
が
提
出

さ
れ
、
そ
れ

に
大
体

「
去

来
答
日
…
」
の
形
で
去
来

の
回
答

が
述

べ
ら

れ
て

い
る
。
し
か
し
質

問
者

の
名

前
を
記
し
て

い
る

『
去
来
抄
』
と
違

っ
て
、

こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て

い
た

『
旅
寝

論
』
の
諸
本

で
は
、
質
問
者

の
名
前
は
記
さ
れ
て
な
い
の
で
、
誰

の
問
い
か
は

明

ら
か

で
な
い
。
と
こ
ろ
が
辮
本
だ
け
は
、
全
部

に
わ
た

っ
て
で
は
な

い
が
、

質

問
者

の
名
前
が

あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
便
宜
的
に
図
示
す
る
と
、

の
ご
と
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
弁
本
と
他
の
伝
本
と

の
著
し

い
相
違

で
あ
ろ

・つ
〇
五

(九
本

・
　

)
今
其
角
が
鶯
を
見
る
に
、
日
比
其
姿
を
覚

て
句

に
望
、

(

、

意

を
審
屏
な
ん
ど
を
見

て
作
し
た
る
句
也
と
難
じ
ら

る
ゝ
も
尤
也
。

(
湖
本
)
今
其
角
が
鶯
を
見
る

に
、

日
比
其
姿
を
覚
て
句

に
望

み
、
意
を
書

屏
な
ん
ど

の
と
く
作
し
た
る
句
な
り

。

(
板
本
)
今
其
角
が
鶯
を
見
る
に
、
日
比
そ

の
姿

を
覚

て
、
句

に
望
む
意
を

薔
屏

な
ん
ど
を
み
て
作
し

た
る
句
也
と
難
じ
ら
る

ゝ
右
尤
也
。

(
評
本

)
今
其
角
が
鶯
の
句
を
見
る

に
、
日
比
其
姿
を
覚

て
句

に
望

ミ
、
意

を
孟
屏

な
ん
ど
を
見

て
作
し
た
る
句
な
り
と
難
ぜ
ら
る

ゝ
も
尤
な
り
。



(
弁
本
)
今
其
角
が
鶯
を
見
る
に
、
日
比
其
姿
を
覚

へ
て
句

に

望

の

意

を

用
ひ
ず
作
し

た
り
と
見
ゆ
。
深

川
の
連
衆
、
此
句

ハ
謁
屏
な
ん
ど
を
見

て

作

し
た
る
句

な
り
と
難

じ
ら
る

ゝ
も
尤
也
。

こ
の
部
分
、

「謁

屏
」
を
九
本

「霊

屏
」
、

評
本

「
孟
屏
」

に
そ
れ
ぞ
れ
誤

っ

て

い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
意
味

の
通
じ
難

い
文
で

あ
る
。
と

こ
ろ
が

弁
本

は

「
…
意
を
」
の
次

に

「
用
ひ
ず
作

し
た
り

と
見

ゆ
。
深
川

の

連

衆

、

此
句

ハ
」
の
詞
が

あ
り
、
他
本
よ
り
詳
し

い
。
今
、
弁
本

の

「
句

に

望

の

意

を
…
」
を
他
本
を
参
考

し
て

「
句

に
望
み
、

意
を
…
」
と
改
め
る
と
、
甚
だ
意

味

が
よ
く
通
じ
る
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
弁
本

以
外

の
諸
本
す
べ
て

「
用
ひ
ず

作

し
…
此
句

ハ
」
の

一
行
を
脱
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六

(九
本

・
　

)
是
等

は
あ
な
が
ち
忘
る

べ
き
程

の
事
は
侍
ら

ね
共
、
名

r

人

の
心
を
用
給

ふ
事
見

る
べ
し
。

(
湖
本
)
是
等
は
あ
な
が
ち
し
る
す

べ
き
ほ
ど

の
事

に
は
侍
ら
ね
ど
、
名
人

の
心
を
用
ひ
給

ふ
事
を
見
る

べ
し
。

(
板
本
)
是
ら
は
あ
な
が
ち
語
る

べ
き
ほ
ど
の
事

に
は
侍
ら
ね
ど
も
、
名
人

の
心
を
用
ひ
給

ふ
事
見

る
べ
し
。

(
評
本
)
是
は
あ
な
が
ち

に
し
か
る

べ
き
程

の
事
は
侍

ら
ね
共
、
名
人

の
心

を
用
ひ
給
事
見

え
る
べ
し
。

(
弁
本
)
此
等
は
等
類

に
あ
な
が
ち

い
む
べ
き
程

の
事

に
も
侍
ら
ね
ど
も
、

名
人
の
心
を
用

ひ
給

ふ
事
見

る
べ
し
。

「
清
滝
や
」
の
句

に
つ
い
て
述
べ
た
部
分

で
、
諸
本

に
異
同

の
あ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
も
諸
本

の
ま
ま
で
は
女
意
が

お
か
し
か

っ
た
り
、
解
釈
が
無
理

に

な

っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
或

は
誤
字

・
脱
字
が

あ
る

の
で
は
な

い
か

と
考
え
て

い
た
が
、
弁
本
だ
之
ま
こ
と
に
無
理
な
く
理
解
出
来
る

の
で
あ
る
。

こ
の
部
分
も
弁
本

を
以

て
よ
し
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

七

(
九
本

・
　

)
但
其
時
心
両
端

に
侍
き
。
若
く
る
し
か
ら

ぬ
方

に
評
せ
、

(

ば
大
幸

な
ら
ん
。
後
悔

の
余
り

に
今
愛
に
か
た
り

ぬ
。

(
板
本
)
但
其
時

こ
ゝ
ろ
両
端

に
侍
り
き
。
若
く

に
か
ら

ぬ
か
た

に
評
せ
ば

大
幸

な
ら
ん
。
後
悔

の
余
り
今
髪

に
法
来
語

る
。

(
弁
本
)
但
時

心
両
端

に
侍
き
。

も
し
く
る
し
か
ら

ぬ
か

た
に
評
を
せ
ば
大

幸

な
ら
ん
。
後
悔

の
あ
や
ま
り
今
夏

に
か
た
り

ぬ
。
人

の
好
句

を
吻

に
そ

し
ら
ん
は
尤
罪

ふ
か

ゝ
る
べ
し
。

「
門

口
や
」
の
句

に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。
湖
本

・
評
本

は
九
本

に
同

じ
。
板
本
も
文
末
が

「
去
来
語

る
し
と
な

っ
て

い
る
程
度

の
違

い
で
あ
る
が
、

弁
本
に
は

「
か
た
り

ぬ
。
」
の
次

に
他
本

に
な

い

「
人

の
好
句
を
…
」

の

一
文
が

付

い
て
詳
し

い
。

八

(九

本

・
　

)
叉
発

句
は
ロ
ハ
一
足

の
上
に
あ
た
ら
し
き
事

を

一
宛
云

の

(

き
し
た
る
分

に
は
あ
ら
ず
。

.

(湖

本
)
又
発
句
は
只

一
案
じ

の
上

に
新

し
き
事
を

一
ッ
づ

ゝ
言

の
き
し
た

る
分

に
は
あ
ら
ず
。

(
弁
本
)
ま
た

ホ
句
は
た
ゞ

一
物
　

の
上

に
新
し
き
事

を

一
ツ
宛
云
退

に

し

た
る
分

に
は
あ
ら
ず
。

等
類

の
事

に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
評
本
は

「
一
あ
し
」

と

あ

る

が
、

二

足
」

二

案
じ
」

二

物
　

」

の
い
ず

れ
が

正
し

い
の
で
あ
ろ
う

か
。
九

(
九
本

一
。。
一
測
)
連
歌
興
行

せ
ら
る

ゝ
時
、

い
ま
だ
定
る
法
式
な
し
。

(

、
、

(弁
本
)
誹
譜
連
歌
興
行

せ
ら
る

ゝ
時
、

い
ま
だ
定
れ
る
法
式
な
し
。

他
本
す

べ
て
九
本

に
同
じ
。

こ
こ
は
俳
譜
連
歌
が
初
め
て
興
行
さ

れ
た
時
に
は



未

だ
定

ま

っ
た
式
目
が
な
か

っ
た
の
意
と
と
る
な
ら
弁
本
が
よ

い
よ
う
で
あ
る

が
、
或

は
連
歌
が
行

わ
れ
て

い
た
時

に

(
俳
譜

に
は
)
未
だ
定
ま

っ
た
式
目
が

な
か

っ
た
の
意

で
あ
ろ
う
か
。

十

(
九
本

・
　

)
又
、
先
師
の
取
合
物
と

の
給

ふ
は
、
曲
輪

の
内
外
を
分

(

の
給

ふ
な
ら
し
。

(
弁
本
)
先
師

の
と
り
合
せ
も
の
と

の
給

ふ
は
、
曲

輪
の
内
外
を
わ
か
た
ず

の
給

ふ
な
ら
し
。

他
本

大
体

九
本
と
同
じ
で
あ
る
。

九
本
と
弁
本

で
は
意
味
が
ま
る
で
反
対
に
な

り
、
問
題
で
あ
ろ
う
。

こ
の
箇
所

の
文

意
と

し
て
は
、
弁
本

の
ご
と
く
曲
輪
の

内
外
を
分

け
ず

に
の
意

に
と
る
方
が
よ

ろ
し

い
よ
う
に
思
う
が
如

何

で

あ

ろ

う
。
俳
書
大
系
の
板
本

に
は

「分

の
給

ふ
な
ら
じ
。」
と
な

っ
て

い
る
が
、
こ
れ

は
校
訂
者
が
意

に
よ

っ
て
打
消
し
に
改

め
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

十

一

(九

本

・
.
　

)
角
が
俊
哲
寿
才

(

、

(
湖

本
)

角
が
俊
哲
秀
才

(
板
本
)

.

角
が
俊
哲
広
才

(
弁
本
)

角
が
俊
哲
奇
才

評
本
は
湖
本

に
同

じ
で
あ
る
。

一
語

の
違

い
で
あ
る
が
諸
本

に
相
違
が
甚
だ
し

い
。

い
ず

れ
を
よ
し
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

十

二

(
九
本

・

一旨
掴
)
晋
子
是
を
学

ぶ
こ
と

な
し
。

(
評
本
)

晋

子
是
を
学

ぶ
こ
と
な
か
れ
。

(
弁
本
)

吾
子
是

を
学

ぶ
事
な
か
れ
。

湖
本

・
板
本
は
九
本

に
同
じ
。

こ
の
文
は

「
又
其
角

一
日
語

テ
日
…
」
と

あ
る

と

こ
ろ
で

あ
り
、

其
角

の
言
葉

の
女
句
と
思

わ
れ
る
の
で
、
其
角
の
別
号

「
晋

子
」
で
は
全
く

お
か
し

い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
意

か
ら

い

っ
て
、
絶
対

に
弁

本

の

「
吾

子
…
…
な
か
れ
」
で
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。
そ

れ
が
書

写

の

際

に

晋

子
と
誤
ら

れ
て
評
本

の
形
と

な

っ
た
。
し
か
し
晋
子
で
は
意
味
が
全
然
通
じ

な

い
た
め
、
文
末
を
上

に
あ
わ

せ
て

「
な
し
」
と
改

め
て
、
次
第

に
九
本

の
形

に

移
行

し
て
い

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
は
弁
本

の
形

に
よ
る
べ
き

で
あ

ろ
う
。

+
三

(九
本
　

・
　

)
又
此
比
去
人
の
か
た
よ
り
或
入

に
文

通
有
。

(
其
文
日
、
大
津

の
木
節

・
乙
州
等

に
会
吟

し
、
不
易

・
流
行

を
委

し
く
習

得

て
、
誹

口
を
開
き
た
り
。
先

に
其
角
と
去
来
と
、
此

ニ
ツ
を
論
ず

る
と

い
へ
共
、
是
只
浅
見

の
事
也
と
云
云
。

右
の
人
委

ク
伝
受
し
た
り

と
い

へ

る
は
、

い
か
な
る
事

に
や
侍
ら
ん
。
時
々
の
流
行
を

一
々
伝

受
し
た
る
と

云
事

に
や
。
夫
は
伝
受

に
不
及
、
こ
と
に
是

を
聞

て
俄

に
誹

口
を
開

た
る

と

い

へ
る
、
尤
覚
東

な
し
。
…
…
今
許
六
の
不
易

・
流
行

に
自
縛

す
る
と

い

へ
る
は
、
右

の
人
の
如

ク
云

ル
も

の
ゝ
事

か
。

・

(
弁
本
)
又
此
比
美
濃

の
怒
風
が

も
と
よ
り
素
行

に
文
通
有

り
。

其

文

轟

日
、
大
津

の
木
節

・
乙
州
等

に
会
吟
し
て
不
易

・
流
行
悉
習

ひ
得
て
大
ひ

に
俳
心
を
ひ
ら
き
た
り
。
先

に
其
角
と
去
来
と
此
弐

ツ
を
論
ず
る
と

い
へ

ど
も
、
是

唯
浅
見

の
事
也
と
云
云
。
怒
風
悉
伝
授
し
た
り
と

い

へ
る
は

い

か
な
る
事

に
や
あ
ら
ん
。
時
々
こ
の
流
行

を

一
々
伝
授
し
た
り
と

い
ふ
事

に
や
。
そ

れ
は
伝
授

に
及
ず
、
殊
是

を
聞

て
俄

に
俳
心
を
ひ
ら
き
た
り
と

い

ふ
、
尤

お

ぼ

つ
か
な
し
。
…
…
今
許

六
の
不
易

・
流
行

に
自
縛
す
る

と
い

へ
る
は
怒

風
が

ご
と
し
き
徒

か
。

…
…

去
来
が
不
易

・
流
行

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
本
、
語
句

に

少
異
は
あ
る
が
、
凡
そ
九
本

と
同
じ

で
、
弁
本
の
み
右

に
掲
げ
た
ご
と
き
異
同

が

あ
る
。
諸
本

に

「
去
人
」
「
右

の
人
」
「
右

の
人
」
と
あ
る
の
が

「美
濃

の
怒



風
」
を
指
し
、

「
或
人
」
と

い
う
の
が

「
素
行

」
で
あ
る
こ
と
が
弁
本

に
よ

っ

て
明
ら
か

に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

怒
風
は
、

『
彙
日
記

』
に
よ
る
と
、
元
禄
十

一
年
六
月
、
九
州

を
巡
遊
し
て

お
り
、
又

『
今
日
の
昔
』

(
元
禄
十

二
年
刊

)
入
集
の

「
崎
陽
よ

り

帰

た

る

比
、
新
そ
ば

に
唐
人

口
を
広
め
ぼ
や

怒
風
」

の
句

に
よ
る
と
、
・長
崎

に
も
遊

び
、
そ

の
秋

に
帰
郷

し
た
ら
し

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
怒

風
が
不
易

・
流
行
を

悉

く
習

い
得

た
な
ど
と

い
う
手
紙
を
素
行

に
与
え
た
の
は
こ
の
時

の
こ
と

で
あ

ろ
う
。
そ
れ
か
ら
怒
風
は
翌
十

二
年

秋
の
頃

に
再
び
長
崎
に
来

た

っ
て
お
り
、

「裸
麦
』

(元
禄
十
三
年
成
)
所
収

の
野
坂

の

「
三
夜
興
賦
」
に
よ
る
と
、
仲

秋
既
望

の
夜
、
長
崎

に
旅
寝
中

の
去
来
や
野
坂
等
と

一
座
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
長
崎
再
遊
の
時
、
既

に
成
立
し
て
い
た

『
旅
寝
論
」
の
草
稿
を
見
て
、

こ

れ
を
筆
写
し
た
ら

し
い
。
穎
原
博
士
は
、
怒
風
所
持
本
を
転
写
し
た
九
大
本

の

巻
末

に

「
卯
菊
月
下
旬
写
之

ト
本
書

一こ

と
あ
る
の
を
、
こ
の
元
禄
十

二
年
九

月

で
は

あ
る
ま

い
か
と
推
定
さ

れ
て

い
る
。

以
上

の
こ
と
を
考

え
る
と
、
九
本

等

の
他
本
と
弁
本
と
の
相
違
が
納
得
出
来

る
よ
う

で
あ
る
。
即
ち

元

禄

十

二

年
、
長
崎

に
あ

っ
た
怒

風
は

『
旅
寝
論
』
の
草
稿

(
つ
ま
り
弁
本

系

統

の

も

の
)
を
見
た
。
と
こ
ろ
が
そ

の
本
交
中

に
、
自
分
が
大
津
で
木
節

・
乙
州
等
と

会
吟

し
て
不
易

・
流
行

を
悉

く
習

い
得
た
等
と
書

い
た
素
行
宛

の
私
信
が
引
用

さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
当
の
怒

風
に
と

っ
て
甚
だ
意
外

で
困

っ
た
こ
と

で
あ

っ
た
ろ
う
。
し
か
も
其
角
と
-去
来
と
が
不
易

・
流
行

を
論
じ
た
が
、
是
は

た
だ
浅
見

の
こ
と
だ
と
い
う

つ
い
調
子
に
乗

っ
て
も
ら
し
た
ら
し

い
不
遜
の
言

葉

ま

で
も
引
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
怒

風
は
執
筆
者
去
来

に
自
分

の
名
を
出
さ

な
い
よ
う

に
懇
請

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
よ
し
怒
風

の
懇
望
が
な
か

っ
た

に
し
て
も
、
怒

風
と
俳
席
を
共

に
し
、
親
し

い
交
わ
り

を
持

つ
に
つ
れ
、
怒
風

の
名
を
表
面

に
出
し
、

「
今
許
六
の
不
易

・
流
行

に
自
縛
す
る
と

い
へ
る
は
怒

風

の
ご
と
し
き
徒

か
。
」
と
き
め

つ
け
る
こ
と
が
揮
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

か
く

て
去
来

は
草
稿

に
あ

っ
た
怒
風

の
名
を
伏

せ
て
九
本
等
の
ご
と

く
改
め
た
と
推

測
さ

れ
る
。

十
四

(
九
本

・
　

)
是
が
為

に
付
句

の
大
数
書
出
し
侍

れ
共
、

(
評
本
)
是
が

た
め
に
付
句
の
大
数
書
付

れ
共
、

(
弁
本
)
こ
れ
が

た
め
に
付
句
の
体
、
数
条
書
出

し
侍

れ
共
、

最
後

の

「
余
評
」
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
板
本

・
湖
本
な
ど
九
本

に
同
じ
。
前

に

「
願
は
付
句

の
体
、
書
し
る
し
示
し
侍
る
べ
き
よ
し
を
望
む
」
と

あ
る

の
で
、

弁
本

の
方
が
よ

い
よ
う
で
あ
る
。・
し
か
し
九
本

で
も
意
味
が

通
ら
な

い
わ
け
で

は
な

い
。

以
上
、

『
弁
篇
突
集
』
と
他

の
諸
本
と
を
比
較
し
て
か
な
り
異

同

が

あ

っ

て
、

問
題

に
な
る
よ
う

な
箇
所
の
み
を
取
り
あ
げ
、

ご
く
あ
ら
ま
し

に
考
察

を

加
え
て
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て

『旅

寝
論
』

の
異
本
と
し
て
の

こ

の

『
弁
篇
突
集
」
な
る
も
の
の
性
格
が
凡
そ
理
解
さ
れ
た
か
と
思
う
。

『
旅

寝
論
』

の
諸
本
を
調
査
さ

れ
た
山
崎
教
授
は
前
述
の
論
文

に
於

い
て
、
序
文

で

は
、
文
中

に
許
六

・
支
考
が
加
え
ら

れ
て
い
る
も
の
を
草
稿
本
、
こ
の
両
名
が

除
か

れ
て

い
る
も
の
を
成
稿
本
と
さ
れ
た
。
『
弁
篇
突
集
』
本
は
、
ま
さ

に
序
文

に
於

い
て
は
山
崎
教
授

の
い
わ
れ
る
草
稿
本

に
属
す
る
。

し
か
も
、
一

・
三
で

眺

め
た
ご
と
く
、
他

の
草
稿
本
系
統

の
も

の
に
見
出
せ
な
か

っ
た
二
点
を
有

し

て
い
る
。
勿
論
後
人

の
さ
か
し
ら
と
も
考
え
難

い
の
で
、

こ
れ
ら
の
点

に
於

い



て
草
稿
本

の
中

で
も
最
も
早

い
草
稿
と
な
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
次

に
本
文

に
於

い
て
は
、
山
崎
教
授
ば
草
稿
本
と
成

稿
本
と

の
区
別
を
文
辞

の
粗
密

に
お
か
れ

た
。

『
旅
寝
論
』

の
諸
本
は

い
ず

れ
も
脱
文
を
有
し
て

い
る
の
で
、
な
お
若
干

周
題
は
残
る
が
、

『弁
篇
突
集
」
は
成
稿
本
系
統

の
九
大
本

や
板
本

に
比

べ
る

と

全
般
的

に
文

章
が
粗

い
。
重
厚
が
本
書

に

つ
い
て

「
落
字

あ
る
は
誤
字

の
多

き

を
…
」
と

い

っ
て

い
る
の
は
、
勿
論
転
写

を
重
ね
て
弘
く
行
わ

れ
た
為
の
誤

り

も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
す

べ
て
を
転
写

の
際

の
誤
字
や
落
字
と

は

な

し

難

く
、
寧

ろ
落
字

の
多

く
は
草
稿
本
と
し
て
の
文
辞

の
粗
さ
と
見
倣
す

べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
れ

に
鱒
で
指
摘
し

た
ご
と
く
、
本
書

の
み
質
問
者

の
名
前
を
記
し
て

い
る
が
、
そ
れ
も
全
部

に
わ

た

っ
て
で
は
な
く
、
半
ば
ま
で
ぐ
ら

い
の
不
備
な

形

で
あ
る
。

こ
れ
は
執
筆
途
中
か
ら
質

問
者

の
名
を
掲
げ

る
こ
と
を
思

い
止
ま

り
、
後

に
再
稿
で
他
本
の
ご
と
く
省

い
て
し
ま

っ
た
も

の
と
推
測

さ

れ

る

。

次

に
口
の
ご
と
く
、
本
書
の
み
文
中

に
怒
風

・
素
行

の
名
が
記

さ
れ
て
あ
り
、

こ
れ
も
前
述

の
よ
う
に
怒
風
と

の
関
係

に
よ

っ
て
、
後

に
そ
の
名
前

を
伏

せ
て

し
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

筆

者
は
、

『弁
篇
突
集
』
本
を

『旅
寝
論
』
の
諸
本

の
中
で
最

も
早

い
草
稿
本

で
あ
ろ
う
と
推
量
し
て

い
る
。

か
よ
う
に
本
書
は

『
旅
寝

論
』

の
現
存
諸
本

の
中

で
も
他
本

に
見
ら

れ
な
い

特
徴

を
有
し
て
お
り
、
又
他
本

の
誤
り
を
正
す
こ
と

の
出
来
る
と
こ
ろ
も
あ

っ

て
、
軽
視
し
得
な

い
伝
本

の

一
つ
と
考
え
る
の
で
、
愛

に
あ
え
て
拙
文
を

つ
ら

ね

て
紹
介

の
筆
を
執

っ
た
次
第

で
あ
る
。

(
一
九
六
〇

・
一
二

・
三

一
)

(注

1

)

(注

2

)

(注

3

)

岡
田
利
兵
衛
氏
等

に
よ

っ
て

『
連
歌
俳
譜
研
究
』

(
十
号
)

に
翻
刻

さ

れ
て

い
る
。

の
ち
研
究
史
大
成

『
芭
蕉
』

に
も
所
収
。

『篇
突
』
と

『
旅
寝

論
』

の
関
係

に
つ
い
て
は
拙
稿

「
『
旅
寝

論
』

と

『
去
来
抄
」
」

(
『太
白
』
昭
和
二
十
九
年
十

二
月
号

)
に
於

い

て
述

べ
た
こ
と
が

あ
る
。

こ
の
本

を
筆
写
し
た
居

鳳
に

つ
い
て
、
頴

原
博

士
は
岩
波
文
庫

の
解

説

で
、
本

書
が
日
田

の
千
原
家

か
ら
出

た
も

の
で

「
恐
ら
く
同
家

の

何
代
前

か
の
先
祖

で
あ
ら
う
と
推
定
さ
れ
て
居
る
。」
と
述
べ
て
お
ら

れ
る
。
し
か
し
日
田

で
は
享
保
頃
居
鳳

な
る
俳
人
を
見

出

し

得

な

い
。
と

こ
ろ
が
本
書

の
巻
末

に
松
梅
堂
と
記
さ
れ

「居
夙
」

の
印
が

お
さ

れ
て

い
る
。
胤

は
風
と
同
字

で
あ
る
。
と
す
る
と
居
鳳
と
居
風

は
同

一
人
と
思

わ
れ
る
。

(
日
田
の
風
岡
と
鳳
岡
も
同

一
人

で
あ
る

こ
と
も
参
考

に
な
ろ
う
。
)
居
風
な
ら
丁
度

こ
の
頃
の
俳
書

『
柴
石

集

』

(享
保
十

一
年
刊

)

『
水
仙
伝

』

(同
十
三
年
刊
)
等

に
入
集

し
て
い
て
、
豊
前
成
恒

の
住
で
あ
る
。
多
分

こ
の
居

風
が

九
木
本
を

筆
写
し
た
人

で
あ
ろ
う
。

　
鹿
児
島
大
学
助
教
授
　


